
（県連－様式５）

H29 H30 R1 R2

　

継続事業評価シート 評価実施日     令和4年3月31日　 令和3年度（5年目）

事業コード 37 事業名 事業者ICT推進方針実施事業 戦略コード 4 戦略名 機動的・効率的な商工会

事業振興部 担当課名 経営支援課 担当課長名 佐藤大輔 施策コード 19 施策名

ICT活用インストラクターの実践的なスキルアップを図るとともに、専門家派遣や各種施策の活用提案を行いながら、「商工会ならではの事業者ICT導入・活用推進方針」に基づいた導入計画の
策定支援などを実施し、事業者のICT導入を後押しした。

事業者の経営力向上に向けたＩＣＴ活用促進

【事業内容】

１．事業実施当初の背景

人口減少、少子高齢化による地域市場の縮小や人手不足、急速に進展するインターネット社会に対応するために、 ICTの有効活用が求められている。

２．事業のねらい

事業者の経営力向上につながる活用提案や商工会の業務効率化といった取組を進め、ICTに強い組織体制を構築する。

担当部名

４．昨年度の評価（対応方針）に対する対応

ICT導入計画書のブラッシュアップやICTツールメニューの提供など、商工会のICT導入支援に関する課題をワンストップで解決するため、ITベンダー、嘱託専門指導員等で構成する「ICT活用
推進チーム（仮称）」を設置する。

取組コード 必要性 有効性

３．これまでの評価結果 過年度 - Ａ Ａ Ａ

効率性 総合評価実績取組

85 a a a Ａ

Ａ86 a a a研究会としての設置は行わず、ベンダーと連携を図ることでIT導入補助金の活用を
目指した支援ツールの作成を行った。

令和3年度はICTスキルアップ研修に20名を派遣し、裾野を広げることで組織として
の支援力強化を図った。

ICT活用基本戦略の策定・実施

情報化推進研究会の設置による検討

指標名

評価指標と実績　　　達成度：　a（達成率が100％以上）、b（100％未満80％以上）、ｃ（80％未満）

取組コード 取組コード 取組コード

年度 H29 H30 R1 R2 R3

指標名 指標名

年度 H29 H30 R1 R2 R3年度 H29 H30 R1 R2 R3

目標

実績

目標目標

実績実績

達成率

達成度

達成率達成率

達成度

策定された計画が実際のICT導入につながるよう支援ツール等を活用し、事業者に合ったきめの細かい提案を行っていくことが求められる。

４．今後の対応方針（改善点）

小規模事業者の業績や生産性、付加価値の向上が図られるようデジタル活用の普及・啓発を図っていくとともに、ITベンダーとの連携を強化し、IT導入補助金等の活用推進や新記帳システム
の導入支援を行う。

【取組評価】

〈コスト縮減に向けた具体的な取組内容または取り組んでいない理由〉

職員のスキルアップに関しては県主催の研修会を活用し、個社支援時は国や県の補助金活用提案を行っているため、コスト面に懸念材料は無い。

２．総合評価・理由   A（順調）３つの観点の評価結果が すべてa判定の場合   B（概ね順調）Ａ、Ｃ以外の場合   C（改善が必要）３つの観点の評価結果がｃ判定２つ以上の場合 Ａ

IT導入補助金の活用こそ進んでいないものの、「商工会ならではの事業者ICT導入・活用推進方針」に基づいた導入計画策定支援が確実に定着してきており、職員のスキルアップも図られてい
る。

３．課題

【有効性の観点】　事業目標の達成状況                                          【取組評価】の有効性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） a

〈事業の目標は達成されているかどうか〉

ICT活用により事業者の経営課題解決支援を実行するという課題に対し、168件のICT導入計画策定支援が実施され、取組が確実に定着してきていることから、本事業の有効性は高い。

【効率性の観点】　コスト（金銭・時間・人材）縮減のための取組状況       【取組評価】の効率性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） a

【事業評価】

１．３つの観点からの評価

【必要性の観点】　現状の課題に照らした妥当性                               【取組評価】の必要性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） a

〈評価の理由〉

ポストコロナを見据え、デジタル化の重要性は一層増していることから、ICTの導入及び有効活用は極めて必要性が高い。

達成度


